


生活の様子 

日中離床後は車椅子上で生活している。視覚・聴
覚・コミュニケーション能力に問題はなく周囲の利
用者や職員と会話が可能。日中はテレビを見て
過ごしている。認知症と診断されているが、症状
はほとんど見られず日を跨いで継続した会話が
可能 











リハビリ感の無い構音障害訓練を行い 

話しにくさを気にせずに会話を楽しむ 

Aさんの様子 介護計画 

「話しづらいのが治るならぜひやりましょう」 

笑顔が多くみられ、終始意欲的に行われた。 

挿絵に興味を持ち喜ばれた。 

｢ああ、この間の。ぜひやりましょう｣ 

前回やったことを覚えていた 

｢楽しかったですよ、一緒にやってくれて。 

毎日ね、おおきに｣ 



カレンダーを一緒に作成し、日付をわかるよう

にするだけでなく視覚的に楽しむ。 

｢簡単やわ、出来そうです｣ 
｢どこに貼ろうかね、数字が来るからここがいいですかね｣と少し不
安げな様子はあるが、自分で貼る場所を決めた。 
塗り絵というワードを聞くと眩暈を連想して表情が暗くなった。 
色を選ぶだけだとわかると安心した表情になった。 
「派手な色がいいですよ」 
「葉っぱの色は一つ一つ変えましょう」 
｢来年も再来年も使えるんですか？凄いですね、おおきに。長生きし
ないといけないですね｣と喜んでいただいた 


























